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この夏、図書館の蔵書点検のアルバイトで、十数年

ぶりに『モモ』に再会しました。懐かしくて思わず声

をあげてしまいました。皆さんは、ミヒャエル・エン

デの『モモ』を知っていますか。この本は、私の人生

を変えた一冊です。

初めて読んだのは小学生のときでした。モモという

のは、主人公の女の子の名前です。背が低く、やせっ

ぽちで、くしゃくしゃの髪にみすぼらしい服を着た浮

浪者です。しかし、この小さな女の子を近所の人たち

はとても大切にしていました。モモのところには、い

れかわりたちかわり人が訪ねてきては、相談事を打ち

明けます。何かあると「モモのところに行ってごら

ん！」というのが、みんなの決まり文句になっていた

ほどです。子供も大人も、モモのことが大好きでした。

でも、どうしてモモはこんなにも慕われたのでしょう。

モモは別に、訪れる人に何かいい考えを教えてあげた

り、心にしみる言葉をいってあげたりできたわけでは

ありません。歌や楽器、踊りや曲芸など、人の心を明

るくするような才能があったわけでもないですし、ど

んな悩みや苦労も吹き払えるような不思議な呪文を知

っていたとか、魔法が使えるということでもありませ

ん。もちろん手相を占ったり、未来を予言したりでき

たわけでもありません。

小さなモモにできたこと、それは「相手の話をきく」

ことでした。モモに話を聞いてもらっていると、どん

な人にも急にまともな考え

が浮かんできます。モモが

そういう考えを引き出すよ

うなことを言ったり質問し

たりした、というわけでは

ないのです。彼女はただじ

っと座って、注意深く聞い

ているだけです。その大きな黒い目は、相手をじっと

見つめています。すると相手には、自分のどこにそん

なものが潜んでいたかと驚くような考えが、すうっと

浮かび上がってくるのです。また、どうしてよいかわ

からずに思い迷っていた人は、急に自分の意志がはっ

きりしてきます。ひっこみ思案の人には、急に目の前

が開け、勇気が出てきます。不幸な人、悩みのある人

には、希望と明るさが沸いてきます。

時に生きる意味さえ、見出していく人もいます。

当時の私には、どうして人の話を聞くだけで、こん

なことが起きるのか理解できませんでした。いつだっ

てクラスの人気者は、面白いことが言えて、人を沸か

せるようなパフォーマンスができる人でしたから。し

かし、高校に入って、その訳がわかるときがきます。

モモそっくりな友達ができたのです。彼はスポーツも

成績も中の上、背も低く、顔も地味でこれといった珍

しいところはないのに、なぜかいつも周りに人が集ま

っていました。彼は人の話を決して流さず聞きました。

『モモ』～私の人生を変えた一冊～
医学部５年 本　藤　有　智
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よく頷き、とても上手に相づちを打ってくれるので、

話す方は嬉しくなってしまって、驚くほどおしゃべり

に、そしてとても満たされた気持ちになりました。

「話をきくこと」の大切さを、私はそのとき知ること

ができたのです。

人は余裕がなくなると、ついつい相手の話を途中で

切り上げてしまいます。特に医療の現場は限られた時

間内に多くの患者さんをみなければならず、一人にか

けられる時間はほんのわずかです。忙しそうな医師や

看護師に遠慮して、うまく話を打ち明けられず、心の

中でため息をつく患者さんも多いのではないでしょう

か。私は、医学部に入り、時に医学は人生の苦しみに

無力なことを知りました。しかし、たとえ病が治らな

くても、その苦しみを受け止め、心に寄り添うことで、

人はどれだけ救われるかわかりません。何も特別なこ

とはできなくても、人に幸せを届けられることを、モ

モは教えてくれました。『モモ』は私の生き方に根っ

こを与えてくれた本です。忙しいとき、余裕がないと

きにこそ、手にとって原点を確認したい一冊です。

最近のトピックス
10月11日　読売 腎移植　病院の２割 提供者に疑問　本社全国調査 非親族や売買の可能性

17日　毎日 東京医大病院　院内感染？４人死亡　緑膿菌　40、50代のがん患者

朝日 パーキンソン病と潰瘍性大腸炎　難病の無料治療縮小　研究費の捻出狙う　厚労省方針

軽症は有料化

18日　下野 県内産婦人科医に温度差　代理出産　推進派 患者の思い切実　反対派　命削るリスクも

20日　東京 医学生8000人の研修先決定　大学病院また半数割れ　医師不足一因か

23日　日経 鳥インフルエンザ　遺伝子変化を複数発見　ＷＨＯ「人から人」変貌注視

24日　朝日 小児科医　新人、２県で０人　今年度、学会調査　26都府県で減少

下野 虐待や窒息の疑い残る「乳幼児突然死」 病院の74％確認の解剖せず　厚労省　指針の順守

状況調査

25日　産経 求められる助産師の増加　経験と判断力が課題

26日　朝日 「医師の署名あれば変更可」開始から半年　普及進まぬ「後発医薬品」 処方箋、署名を自

動印字　｢選ぶ権利、患者さんに｣ 医師の67％、利用に慎重・懐疑的　「安心して処方で

きない」

27日　日経 膀胱がん特有のたんぱく質発見　東レと京大グループ　尿に微量　早期患者６割検出

30日　毎日 ｢がん基本法｣来春施行　患者と医師　土台共有　がん対策情報センター　開設後アクセス

130万件　臓器別ガイドライン 解説版も出版､整備進む

朝日 脳死移植　伸びぬ件数　法的判定　９年余で50例　制度は定着　生体・海外移植が増加

11月１日　下野 佐野市民病院再生　指定管理者制度の早期導入　課題山積、時期見えず　受け手、限定的の

見方も

６日　下野 産科機能の分業制導入　医師不足で県が検討　開業医　妊婦健診　中核病院　危険な出産

医療機関　連携を強化

７日　朝日 入院患者に応じた栄養管理を重視　栄養士、医療現場へ　知識・経験浅く課題も　医師と連

携、広がるチーム医療「食事そのものが治療｣ ｢調理室から病棟へ」戸惑いも　人材少な

く、育成が急務

９日　下野 看護師確保へ他職員手当てカット　上都賀総合病院　組合「改悪」と反発　労働委にあっせ

ん申請

10日　東京 自動精算機で会計／ネットに混雑情報　「待たせない」病院へ　待ち時間　モニター表示も

「患者本位」へ動き出す

日経 東京女子医大　カルテ書かず診療報酬　厚労省、返還指示へ　５年間で数億円か
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Ａ　アレルギー 特集Ⅰ　アレルギーに対する免疫療法の新展開 臨床免疫・アレルギー科 46（３）2006

特集Ⅱ　乳幼児の免疫機構とアレルギー疾患 臨床免疫・アレルギー科 46（３）2006

子どものアレルギー疾患 健康教室 57（14）2006

＊アレルギー疾患 特集Ⅱ　乳幼児の免疫機構とアレルギー疾患 臨床免疫・アレルギー科 46（３）2006

子どものアレルギー疾患 健康教室 57（14）2006

Ｂ＊バイオファクター バイオファクターと生命科学 ビタミン 80（10）2006

微生物学 感染対策にすぐ使える臨床微生物の基礎知識 Infect Control （154）2006

ICTならこれだけは必須！

分子遺伝学 精神疾患と知的発達障害の分子遺伝学 神研の進歩 50（５）2006

＊分子イメージング 分子イメージング Bio Clin 21（11）2006

＊病理診断法 腎生検病理ABC －臨床に役立つ腎病理診断法の手引き－ 病理と臨 24（10）2006

＊病態 心房細動の病態と治療 Med Technol 34（10）2006

心房細動－その病態と治療 診療と新薬 43（９）2006

病態生理 心房細動の病態と治療 Med Technol 34（10）2006

心房細動－その病態と治療 診療と新薬 43（９）2006

Ｃ 痴呆 認知症のすべて動的神経病理 臨検 50（10）2006

地域医療センター 地域包括支援センター・介護予防、半年の総括 地域保険 37（10）2006

＊知的発達障害 精神疾患と知的発達障害の分子遺伝学 神研の進歩 50（５）2006

直腸癌 機能温存を念頭に置いた直腸癌治療 癌の臨 52（５）2006

直腸腫瘍 機能温存を念頭に置いた直腸癌治療 癌の臨 52（５）2006

中毒 中毒患者対応のスタンダード エマージェンシー・ケア 19（11）2006

＊COPD COPD 診療の実際とこれからの治療 綜合臨 55（10）2006

Ｄ 大腸癌 通常内視鏡による大腸sm癌の深達度診断　 胃と腸 41（９）2006

大腸腫瘍 通常内視鏡による大腸sm癌の深達度診断　 胃と腸 41（９）2006

＊大腸sm癌 通常内視鏡による大腸sm癌の深達度診断　 胃と腸 41（９）2006

動脈硬化症 動脈硬化症　－成因解明と治療のフロンティア－ 最新医 61（10）2006

Ｅ EBM 心肺蘇生法ガイドラインG2005の新たなエビデンス EBMジャーナル ７（６）2006

日本から発信された造血幹細胞移植のエビデンス 血腫瘍 53（４）2006

＊エコー この病気　エコーでどう診る 心エコー ７（11）2006

エクササイズ ホルモンと運動・スポーツ ホルモンと臨 54（10）2006

Ｆ フリーラジカル 酸化ストレス　Ver,2 フリーラジカル医学生物学の最前線 医のあゆみ 別冊　2006

婦人科学 産婦人科　救急対応マニュアル 産と婦 73（11）2006

腹部 腹部急性疾患の鑑別診断と初期対応 救急医 30（11）2006

腹部救急医療におけるリスクマネージメント 日腹部救急医会誌 26（６）2006

腹腔鏡 トラブル防止のための腹腔鏡下手術手技 消外 29（11）2006

副作用 決定版がん化学療法のベストケア Expert Nurse 22（14）2006

抗がん剤の知識が身につく　副作用対策ができる

不整脈 管理不良不整脈へのアプローチ Mod Physician 26（10）2006

難治性不整脈にどう対処するか

不整脈診療の基本と新しい対応 臨と研 83（10）2006

Ｇ 癌 癌抗体療法 医のあゆみ 219（１）2006

決定版がん化学療法のベストケア Expert Nurse 22（14）2006

抗がん剤の知識が身につく　副作用対策ができる

糖尿病とがん プラクティス 23（６）2006

＊癌幹細胞 癌幹細胞 医のあゆみ 219（３）2006

画像診断 産婦人科画像診断の最前線 産婦の世界 58（10）2006

外科学 生活習慣病および代謝性疾患と外科 臨外 61（12）2006

10月受入 和雑誌特集記事 
平成 18年 

Ｓ…シンポジウム　　◎…図書館で和訳したもの 
Ｗ…ワークショップ　＊…自然語 
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Ｇ＊外科標準術式 イラストレイテッド外科標準術式 臨外 61（11）2006

外科手術 トラブル防止のための腹腔鏡下手術手技 消外 29（11）2006

食道良性疾患の手術　～適応と手技～ 手術 60（11）2006

ガイドライン 心肺蘇生法ガイドラインG2005の新たなエビデンス EBMジャーナル ７（６）2006

緑内障診療ガイドライン（第２版） 日眼会誌 110（10）2006

Ｈ 白血病 小児白血病のトータルケアⅡ；患者・家族ケアを中心に 小児看護 29（12）2006

＊発達心理学 若者が働くということ－発達心理学的な視点から－ 発達 （108）2006

発達障害 じつは身近な発達障害 精神科看護 33（11）2006

閉塞性肺疾患 COPD 診療の実際とこれからの治療 綜合臨 55（10）2006

片頭痛 片頭痛 臨脳波 48（10）2006

皮膚 皮膚から見つける内科疾患 medicina 43（10）2006

皮膚病 皮膚疾患に対する痒み対策 アレルギーの臨 26（12）2006

皮膚疾患をおこす化学物質・金属類 皮病診療 28（増刊）2006

皮膚疾患 皮膚疾患に対する痒み対策 アレルギーの臨 26（12）2006

皮膚疾患をおこす化学物質・金属類 皮病診療 28（増刊）2006

皮膚腫瘍 皮膚科悪性腫瘍の治療の進歩 癌と化療 33（10）2006

貧血 貧血と多血症 日内会誌 95（10）2006

＊保険診療 禁煙治療　－保険診療の実際－ 治療 88（10）2007

＊ホルモン療法 ホルモン療法　UP TO DATE 産婦治療 93（４）2006

ホルモン ホルモンと運動・スポーツ ホルモンと臨 54（10）2006

訪問看護婦 事例から学ぶ訪問看護におけるフィジカルアセスメント コミュニティケア ８（12）2006

カンファレンス形式で、判断のポイントを徹底解説！

放射型コンピュータ断層撮影 PETでどこまで診断、評価できるか Pharm Med 24（10）2006

Ｉ 遺伝病 遺伝性網膜疾患のトピックス 眼科 48（11）2006

遺伝性疾患 遺伝性網膜疾患のトピックス 眼科 48（11）2006

＊育児不安 助産師だからできる産後の母子訪問 ペリネイタルケア 25（11）2006

母子のニードをくみ取り育児不安を解消する

インフルエンザ　 インフルエンザ　 公衆衛生 70（10）2006

インフルエンザ診療の新展開 内科 98（５）2006

－パンデミックを視野に入れた戦略－

インターベンショナルラジオロジー 血管腫・血管奇形に対するIVR IVR 21（４）2006

＊医療観察法 今どうなっているの？医療観察法の指定入院医療機関 精神看護 ９（６）2006

医師－患者関係 医師と患者 日医師会誌 135（７）2006

意識障害 意識障害看護トレーニング　最新情報からわかるケアの真髄！ ブレインナーシング 22（11）2006

Ｊ 児童 子どものアレルギー疾患 健康教室 57（14）2006

小児白血病のトータルケアⅡ；患者・家族ケアを中心に 小児看護 29（12）2006

認定こども園の可能性 発達 （108）2006

腎臓 腎生検所見の鑑別と臨床へのフィードバック 腎と透析 61（３）2006

腎生検病理ABC －臨床に役立つ腎病理診断法の手引き－ 病理と臨 24（10）2006

腎臓移植 Renal Transplantation Forum 2006 今日の移植 19（５）2006

＊自殺予防 自殺予防 精神療法 32（５）2006

助産婦 助産師だからできる産後の母子訪問 ペリネイタルケア 25（11）2006

母子のニードをくみ取り育児不安を解消する

重症筋無力症 抗MJuSK抗体陽性重症筋無力症 神経内科 65（４）2006

Ｋ 過敏症 特集Ⅰ　アレルギーに対する免疫療法の新展開 臨床免疫・アレルギー科 46（３）2006

特集Ⅱ　乳幼児の免疫機構とアレルギー疾患 臨床免疫・アレルギー科 46（３）2006

子どものアレルギー疾患 健康教室 57（14）2006

化学療法 決定版がん化学療法のベストケア Expert Nurse 22（14）2006

抗がん剤の知識が身につく　副作用対策ができる

介護予防 地域包括支援センター・介護予防、半年の総括 地域保険 37（10）2006
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介護予防 介護予防のターゲット「生活不活発病」を防ぐ コミュニティケア ８（13）2006

動きだした「介護予防」戦略の現在 保健士ジャーナル 62（11）2006

家禽ペスト 鳥インフルエンザ 日胸臨 65（10）2006

冠動脈インターベンション PCI治療のためのKey words Heart View 10（12）2006

肝繊維症 消化器における線維化研究の新しい動向（1） －肝線維化－ 医と薬学 56（３）2006

＊肝疾患 実践肝疾患ケア JJNスペシャル （79）2006

鑑別診断 腹部急性疾患の鑑別診断と初期対応 救急医 30（11）2006

看護 意識障害看護トレーニング　最新情報からわかるケアの真髄！ ブレインナーシング 22（11）2006

実践肝疾患ケア JJNスペシャル （79）2006

小児白血病のトータルケアⅡ；患者・家族ケアを中心に 小児看護 29（12）2006

特集２「2005年看護職員実態調査」解説 看護 58（13）2006

看護記録 特集１　看護記録の法的整備に向けて「看護記録の 看護 58（13）2006

実態と法的整備の在り方に関する研究」を基に

看護教育 臨床との連携で効果をあげる看護教育 看教 47（10）2006

患者退院 よりスムーズな退院調整に向けたネットワークづくり 看管理 16（11）2006

退院援助について考える② 臨看 32（13）2006

感染予防管理 感染対策にすぐ使える臨床微生物の基礎知識 Infect Control （154）2006

ICTならこれだけは必須！

関節リウマチ 最新の関節リウマチ評価法 リウマチ科 36（３）2006

関節疾患 診断に難渋する骨・関節疾患 整・災外 49（11）2006

間葉腫 間葉系腫瘍 皮膚臨床 48（11）2006

肝臓 消化器疾患　－state of arts Ⅱ. 肝・胆・膵 医のあゆみ 別冊　2006

肝臓疾患 実践肝疾患ケア JJNスペシャル （79）2006

血液浄化法 血液浄化療法のControversy ICUとCCU 30（８）2006

痒み 皮膚疾患に対する痒み対策 アレルギーの臨 26（12）2006

＊血管奇形 血管腫・血管奇形に対するIVR IVR 21（４）2006

血管腫 血管腫・血管奇形に対するIVR IVR 21（４）2006

＊血液浄化療法 血液浄化療法のControversy ICUとCCU 30（８）2006

筋萎縮性側索硬化症 今後の筋萎縮性側索硬化症医療のあり方を考える 医療 60（10）2006

筋無力症 抗MJuSK抗体陽性重症筋無力症 神経内科 65（４）2006

＊禁煙治療 禁煙治療　－保険診療の実際－ 治療 88（10）2006

呼吸器疾患 呼吸器疾患に対する日本人の遺伝的感受性 Lung 14（４）2006

昏迷 意識障害看護トレーニング　最新情報からわかるケアの真髄！ ブレインナーシング 22（11）2006

骨疾患 診断に難渋する骨・関節疾患 整・災外 49（11）2006

＊抗癌剤 決定版がん化学療法のベストケア Expert Nurse 22（14）2006

抗がん剤の知識が身につく　副作用対策ができる

抗精神病薬 多剤・大量療法からの脱却に向けて

－第二世代抗精神病薬単剤治療のメリット 臨精薬理 ９（11）2006

抗腫瘍薬 決定版がん化学療法のベストケア Expert Nurse 22（14）2006

抗がん剤の知識が身につく　副作用対策ができる

膠原病 膠原病診療のポイント 診断と治療 94（10）2006

＊抗体療法 癌抗体療法 医のあゆみ 219（１）2006

薬 いつもの処方・使い方でも危ない！ Expert Nurse 22（13）2006

薬で起こる急変はこうして防ぐ

虚血性心疾患 虚血性心疾患 Med Pract 23（10）2006

＊急変 いつもの処方・使い方でも危ない！

薬で起こる急変はこうして防ぐ Expert Nurse 22（13）2006

救急治療 産婦人科　救急対応マニュアル 産と婦 73（11）2006

救急医学 腹部救急医療におけるリスクマネージメント 日腹部救急医会誌 26（６）2006

救急医療 腹部救急医療におけるリスクマネージメント 日腹部救急医会誌 26（６）2006
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Ｋ 救急処置 チャートでみる生活習慣病の救急処置１ 成人病と生活習慣病 36（９）2006

産婦人科　救急対応マニュアル 産と婦 73（11）2006

＊救急対応 産婦人科　救急対応マニュアル 産と婦 73（11）2006

救急手当 産婦人科　救急対応マニュアル 産と婦 73（11）2006

急性疾患 腹部急性疾患の鑑別診断と初期対応 救急医 30（11）2006

Ｍ＊マクロアンギオパシー 糖尿病マクロアンギオパシー－診断・予防・治療の最新動向－ 日臨 64（11）2006

＊慢性閉塞性肺疾患 COPD 診療の実際とこれからの治療 綜合臨 55（10）2006

＊メンブレントラフィック メンブレントラフィック研究の新局面 細胞工学 25（11）2006

いま明かされる細胞内輸送の仕組み

＊免疫機構 特集Ⅱ　乳幼児の免疫機構とアレルギー疾患 臨床免疫・アレルギー科 46（３）2006

免疫療法 特集Ⅰ　アレルギーに対する免疫療法の新展開 臨床免疫・アレルギー科 46（３）2006

癌抗体療法 医のあゆみ 219（１）2006

網膜疾患 遺伝性網膜疾患のトピックス 眼科 48（11）2006

Ｎ 内分泌療法 ホルモン療法　UP TO DATE 産婦治療 93（４）2006

＊内科疾患 皮膚から見つける内科疾患 medicina 43（10）2006

内視鏡 通常内視鏡による大腸sm癌の深達度診断　 胃と腸 41（９）2006

＊認知症 認知症のすべて動的神経病理 臨検 50（10）2006

妊娠 妊娠中の偶発症候　－産科医のプライマリケア 臨婦産 60（10）2006

＊NMO-IgG NMO-IgGと視神経脊髄型多発性硬化症 神経内科 65（４）2006

脳卒中発作 インターベンション時代の脳卒中学（改訂第２版） 日臨 増刊号　2006

超急性期から再発予防まで

心・血管疾患と脳卒中 脳と神経 58（10）2006

乳幼児 特集Ⅱ　乳幼児の免疫機構とアレルギー疾患 臨床免疫・アレルギー科 46（３）2006

Ｐ＊パンデミック インフルエンザ診療の新展開－パンデミックを視野に入れた戦略－ 内科 98（５）2006

＊PCI PCI治療のためのKey words Heart View 10（12）2006

PETスキャン PETでどこまで診断、評価できるか Pharm Med 24（10）2006

プライマリケア 妊娠中の偶発症候　－産科医のプライマリケア 臨婦産 60（10）2006

Ｒ 臨床検査 最新　臨床検査のABC 日医師会誌 135（特別号2）2006

リスク管理 腹部救急医療におけるリスクマネージメント 日腹部救急医会誌 26（６）2006

緑内障 緑内障診療ガイドライン（第２版） 日眼会誌 110（10）2006

Ｓ＊細胞内輸送 メンブレントラフィック研究の新局面

いま明かされる細胞内輸送の仕組み 細胞工学 25（11）2006

災害看護 災害看護－災害の前に、そのとき、そして、その後の看護－ 臨看 32（13）2006

産婦人科学 産婦人科画像診断の最前線 産婦の世界 58（10）2006

産科学 産婦人科　救急対応マニュアル 産と婦 73（11）2006

＊産科医 妊娠中の偶発症候　－産科医のプライマリケア 臨婦産 60（10）2006

酸化ストレス 酸化ストレス　Ver,2 フリーラジカル医学生物学の最前線 医のあゆみ 別冊　2006

性 男子の性　危機から回復へ 季刊セクシュアリティ （28）2006

生活習慣病 生活習慣病の治療戦略 日薬理誌 128（４）2006

チャートでみる生活習慣病の救急処置１ 成人病と生活習慣病 36（９）2006

生活習慣病および代謝性疾患と外科 臨外 61（12）2006

生検 腎生検所見の鑑別と臨床へのフィードバック 腎と透析 61（３）2006

腎生検病理ABC －臨床に役立つ腎病理診断法の手引き－ 病理と臨 24（10）2006

精神科看護 「うつ」の看護の不全感を解消する 精神看護 ９（６）2006

＊精神疾患 精神疾患と知的発達障害の分子遺伝学 神研の進歩 50（５）2006

精神障害 精神疾患と知的発達障害の分子遺伝学 神研の進歩 50（５）2006

繊維症 消化器における線維化研究の新しい動向（1） －肝線維化－ 医と薬学 56（３）2006

繊維化 消化器における線維化研究の新しい動向（1） －肝線維化－ 医と薬学 56（３）2006

先天性代謝異常 先天代謝異常症　－日常診療で必須の知識－ 小児診療 69（11）2006

脂肪 脂肪研究の現状と将来展望 形成外科 49（10）2006
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子宮頸癌 子宮頸癌の取り扱いの実際 産婦の実際 55（10）2006

＊心不全 心不全　UPDATE 医のあゆみ 218（14）2006

二次性心筋疾患の心不全の管理 心臓 38（10）2006

－病態にもとづいた診断法と治療法

心血管疾患 心・血管疾患と脳卒中 脳と神経 58（10）2006

心房細動 心房細動の病態と治療 Med Technol 34（10）2006

心房細動－その病態と治療 診療と新薬 43（９）2006

心電図 絶対にマスターしよう！心電図トレーニング　後編 ハートナーシング 19（11）2006

＊神経病理 認知症のすべて動的神経病理 臨検 50（10）2006

神経系 胎児・新生児の神経系の評価 周産期医 36（10）2006

心筋疾患 二次性心筋疾患の心不全の管理 心臓 38（10）2006

－病態にもとづいた診断法と治療法

心肺蘇生法 心肺蘇生法 治療学 40（９）2006

心肺蘇生法ガイドラインG2005の新たなエビデンス EBMジャーナル ７（６）2006

新生児 胎児・新生児の神経系の評価 周産期医 36（10）2006

心神喪失者等医療観察法 今どうなっているの？医療観察法の指定入院医療機関 精神看護 ９（６）2006

心臓血管外科的処置 心臓血管外科手術　外回り・器械出し看護のコツ オペナーシング 21（11）2006

心臓血管系疾患 心・血管疾患と脳卒中 脳と神経 58（10）2006

心臓血管奇形 血管腫・血管奇形に対するIVR IVR 21（４）2006

心臓リハビリテーション 心臓リハビリテーションの最前線 呼と循 54（11）2006

失神 失神　－循環器医が知るべきこと－ Heart View 10（11）2006

＊指定入院 今どうなっているの？医療観察法の指定入院医療機関 精神看護 ９（６）2006

神経病理学 認知症のすべて動的神経病理 臨検 50（10）2006

食道疾患 食道良性疾患の手術　～適応と手技～ 手術 60（11）2006

消化器系 消化器における線維化研究の新しい動向（1） －肝線維化－ 医と薬学 56（３）2006

消化器疾患 消化器疾患　－state of arts Ⅱ. 肝・胆・膵 医のあゆみ 別冊　2006

小児 認定こども園の可能性 発達 （108）2006

子どものアレルギー疾患 健康教室 57（14）2006

小児白血病のトータルケアⅡ；患者・家族ケアを中心に 小児看護 29（12）2006

手術期看護 心臓血管外科手術　外回り・器械出し看護のコツ オペナーシング 21（11）2006

手術室看護 心臓血管外科手術　外回り・器械出し看護のコツ オペナーシング 21（11）2006

＊周産期 周産期に子どもを亡くした家族に寄り添う 助産誌 60（11）2006

周産期学 周産期に子どもを亡くした家族に寄り添う 助産誌 60（11）2006

周産期医学 周産期に子どもを亡くした家族に寄り添う 助産誌 60（11）2006

腫瘍 癌抗体療法 医のあゆみ 219（１）2006

決定版がん化学療法のベストケア Expert Nurse 22（14）2006

抗がん剤の知識が身につく　副作用対策ができる

糖尿病とがん プラクティス 23（６）2006

双極感情障害 双極性障害 臨精医 35（10）2006

スポーツ ホルモンと運動・スポーツ ホルモンと臨 54（10）2006

膵炎 膵炎　進む病態解明と治療の進歩 治療学 40（10）2006

膵臓 消化器疾患　－state of arts Ⅱ. 肝・胆・膵 医のあゆみ 別冊　2006

Ｔ 多発性硬化症 多発性硬化症　－最近の進歩 医のあゆみ 219（２）2006

NMO-IgGと視神経脊髄型多発性硬化症 神経内科 65（４）2006

退院 よりスムーズな退院調整に向けたネットワークづくり 看管理 16（11）2006

退院援助について考える② 臨看 32（13）2006

退院計画 よりスムーズな退院調整に向けたネットワークづくり 看管理 16（11）2006

退院援助について考える② 臨看 32（13）2006

胎児 胎児・新生児の神経系の評価 周産期医 36（10）2006

代謝性疾患 生活習慣病および代謝性疾患と外科 臨外 61（12）2006
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Ｔ 多血症 貧血と多血症 日内会誌 95（10）2006

胆道 胆道領域の　Up to date な疑問に答える 胆と膵 27（９）2006

消化器疾患　－state of arts Ⅱ. 肝・胆・膵 医のあゆみ 別冊　2006

胆道疾患 胆道疾患診療のトピックス 日消病会誌 103（10）2006

胆嚢癌 胆嚢癌はどこまで治せるか 外科治療 95（４）2006

胆嚢腫瘍 胆嚢癌はどこまで治せるか 外科治療 95（４）2006

蛋白質 構造解析から見えてきたタンパク質の多彩な機能 実験医 24（17）2006

多剤併用療法 多剤・大量療法からの脱却に向けて 臨精薬理 ９（11）2006

－第二世代抗精神病薬単剤治療のメリット

＊多剤耐性菌 多剤耐性菌 細胞 38（12）2006

定位放射線治療（分割照射） 体幹部定位放射線治療 臨放線 51（10）2006

＊転落 STOP！転倒・転落　防止策の実際、具体的な活用法 ナーシング 26（13）2006

転落事故 STOP！転倒・転落　防止策の実際、具体的な活用法 ナーシング 26（13）2006

転倒 STOP！転倒・転落　防止策の実際、具体的な活用法 ナーシング 26（13）2006

＊トリインフルエンザ 鳥インフルエンザ 日胸臨 65（10）2006

糖尿病 糖尿病マクロアンギオパシー－診断・予防・治療の最新動向－ 日臨 64（11）2006

糖尿病とがん プラクティス 23（６）2006

＊糖尿病性合併症 糖尿病性合併症－新たなる治療戦略の可能性－ カレントテラピー 24（11）2006

透析 透析医療における災害対策 臨透析 22（11）2006

Ｕ 鬱血性心不全 心不全　UPDATE 医のあゆみ 218（14）2006

二次性心筋疾患の心不全の管理 心臓 38（10）2006

－病態にもとづいた診断法と治療法

運動 ホルモンと運動・スポーツ ホルモンと臨 54（10）2006

うつ病 「うつ」の看護の不全感を解消する 精神看護 ９（６）2006

Ｙ 遊離基 酸化ストレス　Ver,2 フリーラジカル医学生物学の最前線 医のあゆみ 別冊　2006

Ｚ 在宅看護 在宅ケアの質向上のための介護福祉士との新たな連携 コミュニティケア ８（13）2006

造血幹細胞移植 日本から発信された造血幹細胞移植のエビデンス 血腫瘍 53（４）2006

頭痛 頭痛治療最前線 ペインクリニック 27（10）2006

発　　行　自治医科大学図書館

0329-0431 栃木県下野市薬師寺3311-160 1ダイヤルイン：0285(58)7059

印刷　㈱松井ピ・テ・オ・印刷

年末閉館時刻の繰り上げについて

来年１月から図書館情報システムが新しくなります。これに伴う移行作業のため、次のとおり年末閉館時刻を

繰り上げます。

閉館の繰り上げ時刻　平成18年12月28日（木）午前12時

閉館後午後１時から５時までの作業中は、図書館ホームページを開くことはできません。したがいまして、文

献検索、電子ジャーナル等の利用もこの作業時間帯はできません。ご了承ください。

新年は、１月４日（木）から平常通り開館します。

問合せ先　内線：３６３７


